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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 1月 10日 (2006.1.10)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
エ ス テ テ ィ ッ ク 施 術 の 手 技 の 説 明 表 示 で あ っ て 、
デ コ ル テ 部 分 の 解 剖 学 的 特 徴

を 特 徴 と す る 、 エ ス テ テ ィ ッ ク の 施 術 手 技
の 説 明 表 示 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 解 剖 学 的 特 徴 の 記 載 に 、 頭 頚 部 、 胸 部 及 び そ の 背 面 の 筋 肉 、 血 管 及 び リ ン パ 節 の 構 造
を す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の エ ス テ テ ィ ッ ク の 施 術 手 技 の 説 明 表 示

。
【 請 求 項 ３ 】

頭 頚 部 、 胸 部 及 び そ の 背 面 の 筋 肉 の 構 造 と し て 、 僧 帽 筋 、 胸 鎖 乳 突 筋 及 び 大 胸 筋 を
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の エ ス テ テ ィ ッ ク の 施 術 手 技 の 説 明 表 示

。
【 請 求 項 ４ 】

解 剖 学 的 特 徴 の 記 載 に 、 さ ら に 眼 周 囲 部 の 血 管 、 リ ン パ 節 の 存 在 状 況 を こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ 何 れ か １ 項 に 記 載 の エ ス テ テ ィ ッ ク の 施 術 手 技 の 説 明 表 示

。
【 請 求 項 ５ 】

解 剖 学 的 特 徴 の 記 載 に 於 い て 、 デ コ ル テ 部 分 強 調 こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １
～ ４ 何 れ か １ 項 に 記 載 の エ ス テ テ ィ ッ ク の 施 術 手 技 の 説 明 表 示 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 エ ス テ テ ィ ッ ク 施 術 手 技 の 説 明 表 示 の 施 術 に お い て 、 デ コ ル テ 部 分 へ の 施 術 が 含
ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ５ 何 れ か １ 項 に 記 載 の エ ス テ テ ィ ッ ク の 施 術 手
技 の 説 明 表 示 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ ～ ６ 何 れ か １ 項 に 記 載 の エ ス テ テ ィ ッ ク の 施 術 手 技 の 説 明 表 示 に 於 い て 、

が 淡 い ピ ン ク の イ メ ー ジ に 配 色 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 １ ～ ６ 何 れ か １ 項 に 記 載 の エ ス テ テ ィ ッ ク の 施 術 手 技 の 説 明 表 示 。
【 請 求 項 ８ 】

の 使 用 方 法
を 記 載 し た エ ス テ テ ィ ッ ク 施 術 の 手 技 の 説 明 表 示 を エ ス テ テ

ィ ッ ク の 施 術 者 に 提 示 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と
の 使 用 方 法

記 載 の
使 用 方 法

前 記 記
載 す る の 使 用
方 法

前 記 記 載 す る
の 使

用 方 法

前 記 を す る
の 使 用 方 法

方 法

の 使 用 方 法

方 法 前
記 解 剖 学 的 特 徴 の 記 載

の 使 用 方 法



前 記 淡 い ピ ン ク の イ メ ー ジ の 配 色 が 、 白 地 を 背 景 に 淡 い ピ ン ク 色 の 縁 取 り と 表 題 の 淡 い ピ
ン ク 色 の 囲 み に よ っ て 創 出 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の エ ス テ テ ィ ッ
ク の 施 術 手 技 の 説 明 表 示 。
【 請 求 項 ９ 】
淡 い ピ ン ク 色 が Ｈ Ｂ Ｓ 表 色 系 に 於 け る 色 座 標 で 、 明 度 が ７ ． ５ ～ ９ ． ５ 、 色 相 が ２ ４ Ｒ Ｐ
～ ６ ｙ Ｏ 、 彩 度 が ３ ｓ ～ ９ ｓ の 領 域 の 色 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の エ ス
テ テ ィ ッ ク の 施 術 手 技 の 説 明 表 示 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 様 な 状 況 に 鑑 み 、 本 発 明 者 ら は 、 目 の 周 囲 の 体 液 循 環 改 善 や 顔 の た る み 改 善 を 目 的 と
し た デ コ ル テ 部 分 へ の エ ス テ テ ィ ッ ク の 施 術 手 技 の 説 明 表 示 に 於 い て 、 エ ス テ テ ィ ッ ク 施
術 を 行 う 場 所 と 、 施 術 の ポ イ ン ト を 的 確 に 施 術 者 に 伝 え る 或 い は 理 解 さ せ 、 前 記 効 果 を 最
大 限 に 引 き 出 せ る 施 術 手 技 を 身 に つ け さ せ る こ と の 出 来 る 、 説 明 表 示 を 求 め 、 鋭 意 研 究 努
力 を 重 ね た 結 果 、 エ ス テ テ ィ ッ ク 施 術 者 に 対 す る 、 エ ス テ テ ィ ッ ク 施 術 の 手 技 の 説 明 表 示
で あ っ て 、 デ コ ル テ 部 分 の 解 剖 学 的 特 徴 の 記 載 を 構 成 要 素 と す る 説 明 表 示 が こ の 様 な 要 件
を 備 え て い る こ と を 見 出 し 、 発 明 を 完 成 さ せ る に 至 っ た 。 即 ち 、 本 発 明 は 、 以 下 に 示 す 技
術 に 関 す る も の で あ る 。
（ １ ） エ ス テ テ ィ ッ ク 施 術 の 手 技 の 説 明 表 示 で あ っ て 、
デ コ ル テ 部 分 の 解 剖 学 的 特 徴

を 特 徴 と す る 、 エ ス テ テ ィ ッ ク の 施 術 手 技
の 説 明 表 示 。
（ ２ ） 前 記 解 剖 学 的 特 徴 の 記 載 に 、 頭 頚 部 、 胸 部 及 び そ の 背 面 の 筋 肉 、 血 管 及 び リ ン パ 節
の 構 造 を す る こ と を 特 徴 と す る 、 （ １ ） に 記 載 の エ ス テ テ ィ ッ ク の 施 術 手 技 の 説 明 表
示 。
（ ３ ） 頭 頚 部 、 胸 部 及 び そ の 背 面 の 筋 肉 の 構 造 と し て 、 僧 帽 筋 、 胸 鎖 乳 突 筋 及 び 大 胸
筋 を こ と を 特 徴 と す る 、 （ ２ ） に 記 載 の エ ス テ テ ィ ッ ク の 施 術 手 技 の 説 明 表 示

。
（ ４ ） 解 剖 学 的 特 徴 の 記 載 に 、 さ ら に 眼 周 囲 部 の 血 管 、 リ ン パ 節 の 存 在 状 況 を

こ と を 特 徴 と す る （ １ ） ～ （ ３ ） 何 れ か １ に 記 載 の エ ス テ テ ィ ッ ク の 施 術 手 技 の 説 明
表 示 。
（ ５ ） 解 剖 学 的 特 徴 の 記 載 に 於 い て 、 デ コ ル テ 部 分 強 調 こ と を 特 徴 と す る 、 （
１ ） ～ （ ４ ） 何 れ か １ に 記 載 の エ ス テ テ ィ ッ ク の 施 術 手 技 の 説 明 表 示 。
（ ６ ） 前 記 エ ス テ テ ィ ッ ク 施 術 手 技 の 説 明 表 示 の 施 術 に お い て 、 デ コ ル テ 部 分 へ の 施
術 が 含 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 （ １ ） ～ （ ５ ） 何 れ か １ に 記 載 の エ ス テ テ ィ ッ ク
の 施 術 手 技 の 説 明 表 示 。
（ ７ ） （ １ ） ～ （ ６ ） 何 れ か １ に 記 載 の エ ス テ テ ィ ッ ク の 施 術 手 技 の 説 明 表 示 に 於
い て 、 が 淡 い ピ ン ク の イ メ ー ジ に 配 色 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 、 （ １ ） ～ （ ６ ） 何 れ か １ に 記 載 の エ ス テ テ ィ ッ ク の 施 術 手 技 の 説 明 表 示
。
（ ８ ） 前 記 淡 い ピ ン ク の イ メ ー ジ の 配 色 が 、 白 地 を 背 景 に 淡 い ピ ン ク 色 の 縁 取 り と 表 題 の
淡 い ピ ン ク 色 の 囲 み に よ っ て 創 出 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 （ ７ ） に 記 載 の エ ス テ テ
ィ ッ ク の 施 術 手 技 の 説 明 表 示 。
（ ９ ） 淡 い ピ ン ク 色 が Ｈ Ｂ Ｓ 表 色 系 に 於 け る 色 座 標 で 、 明 度 が ７ ． ５ ～ ９ ． ５ 、 色 相 が ２
４ Ｒ Ｐ ～ ６ ｙ Ｏ 、 彩 度 が ３ ｓ ～ ９ ｓ の 領 域 の 色 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 （ ８ ） に 記 載 の
エ ス テ テ ィ ッ ク の 施 術 手 技 の 説 明 表 示 。
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